
霊
園
整
備
永
代
供
養
型
納
骨
堂
の

建
設
を
す
る
こ
と
に
よ
り
墓
地
の

確
保
、
景
観
の
配
慮
が
で
き
る
も

の
と
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、
事

業
実
施
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
。

　

情
報
通
信
技
術
の
進
歩
に
よ
り

離
島
の
地
理
的
特
性
・
課
題
の
一

つ
で
あ
る
情
報
活
用
環
境
は
改
善

さ
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
を
介
し
た
子
ど
も
た
ち
の

遠
隔
授
業
、
働
き
方
改
革
に
つ
な

が
る
コ
ワ
ー
キ
ン
グ
ス
ペ
ー
ス
の

活
用
、
I
C
T
活
用
に
よ
る
電
子

図
書
館
の
利
用
な
ど
を
引
き
続
き

推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

沖
縄
県
が
実
施
す
る
海
洋
温
度

差
発
電
の
実
用
化
に
向
け
て
の
環

境
づ
く
り
に
注
力
す
る
と
と
も

に
、
海
洋
深
層
水
な
ど
の
海
洋
資

源
利
活
用
に
よ
り
環
境
負
荷
の
低

い
産
業
育
成
に
努
め
て
ま
い
り
ま

す
。
ま
た
、
化
石
燃
料
を
大
量
消

費
す
る
自
動
車
に
つ
い
て
も
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
動
力
源
と
す

る
E
V
車
（
電
気
自
動
車
）
の
導

入
推
進
な
ど
同
様
な
取
り
組
み
を

行
う
自
治
体
と
連
携
し
て
推
進
し

て
ま
い
り
ま
す
。

　

各
種
災
害
へ
の
予
防
及
び
被
害

の
軽
減
に
努
め
、
町
民
の
生
命
・

身
体
・
財
産
を
守
る
た
め
日
々
の

訓
練
を
積
み
重
ね
消
防
力
の
充

実
・
強
化
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
。

　

ま
た
、
久
米
島
町
地
域
防
災
計

画
及
び
職
員
初
動
マ
ニ
ュ
ア
ル
に

明
記
さ
れ
た
組
織
体
制
を
踏
ま
え

て
、
災
害
対
策
上
の
役
割
分
担
と

災
害
対
策
本
部
業
務
分
掌
を
明
確

に
し
、
初
動
対
応
の
流
れ
を
よ
り

実
効
性
の
あ
る
も
の
と
し
ま
す
。

消
防
体
制
強
化 	

　

複
雑
多
様
化
す
る
災
害
に
対
応

す
る
た
め
消
防
学
校
等
へ
の
消
防

職
員
、
団
員
の
研
修
訓
練
を
実
施

す
る
と
と
も
に
、
今
後
東
日
本
大

震
災
を
上
回
る
被
害
が
想
定
さ
れ

る
南
海
ト
ラ
フ
地
震
等
、
大
規
模

災
害
に
備
え
、
緊
急
消
防
援
助
隊

の
訓
練
や
各
種
訓
練
に
参
加
し
、

久
米
島
町
に
お
け
る
大
規
模
災
害

発
生
時
の
受
援
、
応
援
体
制
を
確

立
し
て
ま
い
り
ま
す
。

救
急
業
務 	

　

救
急
業
務
に
つ
い
て
は
、
救
命

率
の
向
上
、
傷
病
者
の
負
担
軽
減

な
ど
質
の
高
い
救
急
医
療
を
住
民

に
提
供
す
る
た
め
、
計
画
的
に
病

院
実
習
や
追
加
講
習
を
実
施
し
、

救
急
隊
員
の
技
術
向
上
に
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
応
急
手
当
の
普
及
活
動

に
お
い
て
も
、
過
去
に
住
民
に
よ

る
A
E
D
を
活
用
し
て
の
応
急
処

置
を
施
し
た
救
命
効
果
事
例
が
あ

り
ま
し
た
。
本
年
度
も
引
き
続
き
、

町
民
及
び
事
業
所
な
ど
へ
応
急
手

当
普
及
啓
発
を
推
進
し
て
ま
い
り

ま
す
。

火
災
予
防 	

　

住
宅
火
災
に
よ
る
死
傷
者
等
を

未
然
に
防
ぐ
目
的
で
、
設
置
指
導

を
行
っ
て
い
る
住
宅
用
火
災
警
報

器
の
設
置
率
の
向
上
及
び
適
切
な

維
持
管
理
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま

す
。

　

ま
た
、
ホ
テ
ル
、
民
宿
等
の
防

火
対
象
物
が
安
心
安
全
に
利
用
で

き
る
よ
う
立
入
査
察
を
強
化
し
、

違
反
是
正
の
強
化
を
図
り
ま
す
。

地
域
防
災 	

　

地
域
の
防
災
力
を
高
め
る
た
め

に
、
消
防
団
や
自
主
防
災
組
織
及

び
女
性
消
防
ク
ラ
ブ
の
育
成
強
化

を
図
り
「
自
分
た
ち
の
地
域
は
自

分
た
ち
で
守
る
」
こ
と
を
基
本
に
、

社
会
環
境
の
変
化
に
即
し
た
消
防

防
災
体
制
の
充
実
強
化
を
図
り
な

が
ら
災
害
に
強
い
町
づ
く
り
に
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

防
災
体
制
の
強
化 	

　

近
年
、
日
本
各
地
で
甚
大
な
被

害
を
も
た
ら
す
自
然
災
害
が
続
い

て
い
ま
す
。
本
町
に
お
い
て
も
昨

年
は
、
4
個
の
台
風
接
近
、
大
雨

に
よ
る
災
害
に
見
舞
わ
れ
る
な
ど
、

こ
れ
ま
で
以
上
に
自
然
災
害
へ
の

対
策
を
充
実
し
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
を
目

指
し
て
、
防
災
行
政
無
線
の
デ
ジ

タ
ル
化
、
防
災
情
報
シ
ス
テ
ム
の

構
築
な
ど
災
害
情
報
の
収
集
・
発

信
体
制
の
充
実
を
図
る
ほ
か
、
災

害
対
応
の
資
機
材
の
備
蓄
や
避
難

施
設
の
機
能
強
化
、
関
係
機
関
と

連
携
し
災
害
時
に
備
え
た
物
資
等

の
供
給
体
制
の
強
化
に
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
町
防
災
訓
練
の
充
実
を

図
る
と
共
に
、
関
係
機
関
の
相
互

連
携
や
広
域
応
援
体
制
の
強
化
を

図
り
ま
す
。

　

よ
っ
て
、
平
成
31
年
度
予
算
案

の
総
額
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
り

ま
す
。

　

以
上
、
平
成
31
年
度
の
町
政
運

営
に
あ
た
り
、
私
の
所
信
に
つ
い

て
申
し
上
げ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

「
人
口
減
少
」
に
歯
止
め
を
か
け

る
と
い
う
大
き
な
課
題
と
向
き
合

い
な
が
ら
、
そ
こ
に
暮
ら
す
「
す

べ
て
の
世
代
が
生
き
生
き
と
暮
ら

せ
る
島
」「
町
民
が
安
心
し
て
暮

ら
し
続
け
ら
れ
る
島
」
を
目
標
に

し
、
町
民
一
人
一
人
が
「
夢
つ
む

ぐ
島
」
の
実
現
に
向
け
、
と
も
に

知
恵
を
出
し
合
い
協
力
し
合
い
な

が
ら
行
う
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
に

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
の
で
、

町
民
の
皆
様
と
議
員
各
位
の
ご
理

解
と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ

ま
し
て
、
私
の
施
政
方
針
と
い
た

し
ま
す
。

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
普
及
・
啓
発

消
防
・
防
災

一般会計	 8,478,622千円
国民健康保険特別会計	 949,011千円
後期高齢者医療特別会計	 77,258千円
下水道事業特別会計	 268,143千円
水道事業会計	 286,457千円
合　　計	 10,059,491千円

教育委員会だよりの掲載に寄せて

教 育 委 員 会 だ よ り

　町民の皆様こんにちは。日頃より、本町の教育活動にご理解ご協力をいただきま
して誠に感謝いたします。島のこどもたちが、確かな学力を身につけ、これからの

時代をたくましく生き抜く力を育んでいけるよう、学校、家庭、地域と連携しながら全力でとりくん
でまいりますので、今後ともご支援のほどよろしくお願いします。
　本町の幼稚園、小学校、中学校においては、今月より新学年度がスタートしました。子どもたちは、
新しい目標と希望を持って勉強に、スポーツに、そして文化活動に全力で頑張ってくれるはずです。
　そこで、子どもたちが学校や家庭、地域において頑張っている様子や活躍等を中心に、また教育委
員会に関わる情報などについて、本広報誌で紹介したいと考え、来月以降も継続して掲載していく予
定でおりますので、ぜひお読みいただき、子どもたちを激励してくださるようお願い申し上げます。

図書館
準備室
だより

LIBRARY

第6号

　電子図書館サービスが昨年11月から始まり、4ヶ月が経過しました。ご利用中の町
民の皆様より電子図書館に関する質問がありましたので、今月より分かりやすくお答
えします。

電子図書館って何？

　電子図書館とはインターネットがつながる環境
で、電子化された本を貸出・返却できるサービス
です。一般の電子書店では本などのコンテンツを
買って読むので、一度買えばいつまでも読むこと

ができますが、久米島町電子図書館は貸出サービスなので、
一定期間がくると返却することとなります。電子図書館には
右記のようなメリットと課題があります。

お問合せ　教育委員会　☎985-2287

■現時点での課題
・貸出可能な本（電子書籍）の数が少ない。
・インターネットの通信環境や端末（パソコ
ンやスマートフォンなど）の種類によって
は、利用に制限がかかる場合がある。

■主なメリット
・インターネットがつながるパソコンやス
マートフォンなどがあれば、いつでもどこ
でも好きな本が読める。
・画面上で、貸出や返却手続きができるので
便利。

教えて、電子図書館サービス　Vo.1 

教育長　吉野　剛

　久米島町ヤングフェスティバルが２月17日、具志
川改善センターで行われ、会場には保護者をはじめ
約400人が来場し、出演者に激励の拍手が送られま
した。14演目に15団体が参加し、フラダンスやピア
ノ演奏、バイオリン、エイサー太鼓、空手・古武道、
合唱など日頃取り組んでいる活動の成果を発表しま
した。初めての取り組みとして、玉城流てだの会玉
城千枝琉舞道場久米島支部の生徒が舞い、中島みゆ
き民謡研究会の生徒が地謡をつとめ、子どもらしい
元気な舞台となり、会を盛り上げました。

　経済産業省資源エネルギー庁の2018年度「わたしたちの
くらしとエネルギーかべ新聞コンテスト」に大岳小学校6年
生4人が作成した「球美の島POWER GENERATION新聞」が
全国3位にあたる「日本エネルギー環境教育学会特別賞」を
受賞しました。4人は海洋温度差発電、火力、太陽光、バガ
スの町内4つのエネルギー施設の発電方法を調査して、エネ
ルギー発電のしくみをまとめたことが評価されました。
　受賞した古見友音さん、又吉乃亜さん、喜久里紋音さん、
内間莉麗さんが大田校長とともに吉野教育長に受賞報告を
行いました。吉野教
育長は「今回の貴重
な体験を通して、中
学に入っても勉強に
励んでください」と
児童たちを激励しま
した。

わたしたちのくらしとエネルギー
かべ新聞コンテスト　大岳小３位受賞

日々の成果を発表
第17回ヤングフェスティバル

情
報
通
信
基
盤
利
活
用

の
推
進

−島人みんなで織り上げる未来−
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